
 

 

 

 

 

 

大阪府育英会の奨学金貸付の募集が始まりました。今は「公立高校に進学しよう」と決めて

いても、色々考えた結果、私立高校進学に変更する人は毎年います。進路に対する希望は

幅広く、様々な可能性を含めて考えておきましょう。 

締め切りは 10 月 2日(金)ですが、書き間違って(少々のミスならこの書類は二重線で

訂正できるのです。修正液を使ったらダメ!)「もう一枚ください」と来る人もいます。早

めに準備しようとする人は失敗しても何とかなりますが、ぎりぎりになると取り返しのつ

かないことになりかねません。書類はすべて内容をきちんと書いて、締め切りより

余裕をもって提出しましょう。 

申し込みの流れ        

       

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

よくある質問 

Ｑ：この申込の時点（１０月）では、まだ「私立専願」「公立との併願」など進路希望が

確定していません。どのような形で申し込めば良いですか？ 

A：申込書には「専願・併願」を書く欄がありません。よって、「まだ迷っている」場合には『入学時

増額奨学資金』については国公立５万円／私立学校２５万円を上限に、『奨学資金』とあわせて

申し込んでおいてはどうでしょうか？「両方とも貸付を申し込んでおいたが、結局は公立高校に進

学する事が決定したので、入学時増額奨学資金は必要なくなったので辞退する。」というのは構

いませんが、逆に「奨学金は申し込んだが、入学時増額奨学資金の方を申し込んでいなかった。

しかし、急に（＊例えば公立発表で不合格となり、急に併願合格校へ進学を決めたようなケース）

私立高校への進学が決まりまとまったお金が必要になった。２学期には申し込んでいなかった入

学時増額奨学資金の貸付をお願いしたい。」という形は受け付けられません。よって、１０月頃の

申込時点で進路を迷っている場合には「両方を申し込んでおく」方が無難だと思います。 

 

 

 

 

 

 

その１ 高等専門学校進学希望者への奨学金予約について…日本学生支援機構 

《募集対象は?》高等専門学校に進学を希望する者で、人物・学業(1 年生・2 年生の 5 段階

評価の評定平均が 3.5 以上)ともに優れ、健康上修学に支障がなく、経済的理

由(個別審査)により就学が困難な者。 

《貸与期間と月額は?》 

 
国公立 私立 

自宅通学 自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 

1～3 年生の

間 

21,000 円 22,500 円 32,000 円 35,000 円 

10,000 円(選択) 

4～5 年生の

間 

45,000 円 51,000 円 53,000 円 60,000 円 

30,000 円(選択) 

《募集期間は?》平成 27 年 10 月 5 日(月)～12 月 17 日(木)  (注意! 学校でまとめて書類を

請求しなければなりません。希望する人は９月中をめどに早めに申し出ましょう。) 

№8 

「申込みのしお

り」をもらいに行

く。 

(担当の先生まで) 

記入例もよく読ん

で、黒ボールペンで

書く。本人・保護者

とも自分で書く。 

住民票の原本と収

入に関する書類注を

用意する。 

注：保護者の職業形

態によって必要書類

が違う。 

担当の先生へ提出する。 

締め切り厳守!! 

10 月 2 日(金) 

住民票は区役所へ、

収入に関する書類の

中には区役所へ行っ

て書類をもらってく

る必要のある人もい

ます。早めに取り掛

かりましょう。 

大阪府大高専はこ

ちら。（府の育英会

はだめです。） 



 

その２ （財）山崎豊子文化財団 中国帰国子女高等学校等奨学生 

平成 28 年 4 月に高等学校等へ進学を希望している皆さんへ 

 財団法人山崎豊子文化財団では、中国帰国者の子女の皆さんで、高等学校、高等専門学校

又は専修学校（修業年限 2年以上の学科の高等課程）に進学する志望を持ちながら、経済的

理由により、就学が困難な人で奨学金の支給を希望される方に、中学校第 3学年在学中に進

学後の支給を予約しています。この学費として支給する奨学金により、日中友好の架け橋と

なる人材の育成を目的としています。 

《出願の資格》 

  中学校第 3学年に在学し、次の要件を満たす生徒で、平成 28年 4月に公立の高等学校、

高等専門学校又は専修学校（以下「高等学校等」という）に進学を希望する生徒のうち、

人物、学業ともに優れ、かつ健康であって、経済的理由により就学が困難な状況にあり、

この財団の奨学金の支給が必要であると認められる人に限ります。 

（１）大阪府内に在住し、大阪府内の公立高等学校等に入学を希望している生徒。 

（２）保護者（祖父母、曽祖父母等も含む）が引揚者で、終戦前（昭和 20 年 9 月 2 日以前）

から引き続き中国に居住し、近年永住の目的をもって日本に帰国したもの。 

《奨学金の支給額と支給期間》 

（１）支給月額：月額２０．０００円 返還の義務はありません。 

（２）支給期間：平成 28年 4月から最短修業年限の最期まで。 

《募集期間》 

  平成 27 年 11 月 1 日～11 月 25 日書類必着。希望する人は 10 月中をめどに早めに申し

込みましょう。※必要書類がかなり多いので余裕をもって！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回実力テストが終わり、ちょっとほっとしたところでしょうか? 来週の連休は家族

の人と進路について話し合う機会にもなるでしょう。進路希望調査は必ず次のことを守っ

て提出しましょう。 

☆よく家族で話し合いながら、自分もきちんと考えて書く。 

☆内容をきちんと書く。「まだわからないから」と白紙提出をしない。 

 ☆提出期限をきちんと守る。 

 

“きちんと”ばかり並びましたが、自分の進路に結びついていく大切なものです。 

 「忘れた」 「まだ書けていない」 「紙をなくした」 などと言っている時ではありません。そ

れは「自分の進路、将来なんてどうなってもかまわない」と言っているのと同じことです。 

 「どこが自分にちょうどいいかわからない」と言う人がいますが、それを先生と一緒に考え

るための進路希望調査です。今までに私立も公立もたくさん資料を渡してありますね。１

学期に渡した“進路の手引き”には大阪府の高等学校・専修学校などが全部載ってい

ます。それをもう一度よく読みながら学科・学習内容・課程(全日制・単位制など)・部

活・通学手段などを考えると自
おの

ずといくつかの学校に絞られてくるものです。一つに決め

ろと言っているのではありません。候補をいくつでも書いてください。 

また、前回の進路希望調査では「どこが自分にあっているのかわからない」という意見が

ありました。オーダーメイドの洋服のように、“自分にあわせてぴったり合うように誂
あつら

え

た学校”はどこにもありません。「自分が興味をもって学びたいことは?」「将来、どんな

職業に就きたい?」「どんな大人になりたい?」を考えていくうちに自分の道がだんだん見

えてくるものです。進路希望調査が配られたときだけでなく、調べる(資料・パンフレット)、

考える(自分・家族・先生・友達)、行動する(体験入学・説明会)普段からやっておきまし

ょう。 

これから進路に関する書類を何度も提出することになります。

書類はすべて内容をきちんと書いて、締め切りより余裕を

もって提出しましょう。 

9 月 18 日(金) 


